
 

 

 

 

 

 

 

 

秋のお彼岸も過ぎ、朝晩も肌寒く感じられる

季節となりました。この時期になると、門徒の

大切な行事が始まってまいります。「報恩講」

です。関西一円にいたっては、「ほんこさん」

とよばれて、大変親しみをもって、迎えられま

す。「報恩講」は浄土真宗の開祖、親鸞聖人の

ご遺徳を偲び、勤められま

す。年明けの１月１６日が

ご命日にあたり、本山で

「御正忌報恩講」が９日～

１６日まで厳修されます。そのため、一般寺院

では、「お取り越し」といって、年内、秋から

初冬にかけて執り行われます。親鸞聖人がご生

涯をかけて、阿弥陀様のご本願のみ教えをお導

き下さいました。ご恩報謝で勤める法要です。 

私たちは、普段「ご恩」といっても、自分に

対して、その恩恵が見えるもの、感じ取れるも

のでいうものならば、素直に「感謝」の気持ち

も生まれます。しかし、いわゆる「あたりま

え」と思ってしまっているものには、なかなか

「感謝」の気持ちが生まれにくいものです。気

がつかないということは、とても多くあるもの

でしょう。 

現在の島根県にあたる因幡というところに

「ご恩報謝」の生活をいそしんだ源左というお

同行のお話です。この源左さんは、１８歳の時、

父を病気でなくした時、父の最後の言葉に、

「おらが死んで淋しけりゃ親様をさがし親様に

すがれ」と言い残しました。親をなくして、親

をさがせと言われても、どうさがせばいいのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

親にすがれと言われても、どうすがったらいい

のかわからず、ただただ、親様といわれる、阿

弥陀様のお話を聞きにお寺に通われたようです。 

３０歳を超したある日、刈り取った草を牛の

背に乗せ、自ら１把だけ背負って帰る道、突然、

腹痛になり、牛にその１把を背負わせました。

その時、スーと楽になった源左さんは「背負わ

なければならないものを、背負うこともせずに、

すべてまかせよと呼び続けてくださる」親様、

仏さまのお慈悲に気づかせて頂いた。「ふいに

わからせてもらったいな」とその時の出来事を

語られています。それからでしょう、多くのご

恩報謝の言行が残されています。 

たとえば、夕立にみまわれた源佐さんは、び

しょびしょになっても「鼻が下を向いていてあ

りがたいことじゃ、上に向いていたら雨が入っ

て苦しむところを苦しまんですむで」、また、

梯子をふみはずして怪我した時には「梯子段か

ら落ちてもこんなに痛いのに、地獄に落ちたら

どんなに苦しいことか、地獄行きの私を落とさ

ぬように守ってくれる仏さまは、なんともあり

がたいことじゃ」と日々ご恩報謝の心を忘れず

におすごしなされました。 

 源左さんには、自分の都合を良くするための 

宗教観はまったく持ちあわせておられません。 

いいこと、悪いこと、すべてにおいて、受け入

れられた人生、唯々、仏恩感謝にてお念仏の人

生を歩まれました。 源左さんの口癖は、 

「ようこそ、ようこそ」だったそうです。     
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